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上石津町地域協議会・平成２１年度第１回会議　発言要旨

	委員名（敬称略）
	内　　　　　　　　　　　　容

	三宅　治
	· 今まで住んでいた私たちの住民意識を変革しなくてはならない。私の住んでいる集落は小さく、今まで補助金を貰って、活動をしていた。しかし今回１人１万円を出して、会員１４名で「松茸山を育てる会」を作った。昨年度は松茸が沢山出て、ほんの一区画に３０数本の松茸が群生した。私たちは、またその夢を見ながら、今年も３～４回山に入って作業をしている。将来この松のある地域が、昔のような状況になるような夢を持っている。そのためには、自らの地域の財産を私達自身が汗を流して、どうして行くかが大事だ。

	小谷　康夫
	「上石津地域の各地区のまちづくり活動」で意見を発表

	後藤　武美
	「上石津地域の各地区のまちづくり活動」で意見を発表

	祢宜　時夫
	「上石津地域の各地区のまちづくり活動」で意見を発表

	三輪　直義
	「上石津地域の各地区のまちづくり活動」で意見を発表

	阿籐　昭博
	「上石津地域の各地区のまちづくり活動」で意見を発表

	加藤　美智子
	· 食生活改善協議会では上石津は一つと考えている。今4地区から地域活動について発表があったが、４地区が一つになって活動することが課題ではないかと考えている。

	後藤　實夫
	· 多良峡の森林づくりの活動について、高木家で取れた苗を２年程育てて山に植えられているが、９０％以上が鹿や兎等の食害にあっているようだ。このため６年生以上で植林すべきだ。

· 私の地区で３年程前に生態系水路として水路改修が行われた。昔は湧水もあったが、今は秋から春にかけて水も無くホタルの里とするのは無理があるのではないか。出来るなら、年中水を通して頂きたい。


	雲村　法子
	· 後藤委員がいわれたように年間を通して水を入れて頂ければ水生動植物も住み着くだろう。是非お願いしたい。

· 地域活性化で大垣市は取り組んで頂いているが、地域の方の自主的な取り組みが一番大事だと考えている。

· 旧大垣市の方で一之瀬住宅に来られた方が、自然が好きで子育てにもいいのではないかと思いでこの地を選んだとのこと。



	高木　淳一
	· 各地区のまちづくり活動に消防団員もそれぞれ参加している。年代的に消防団に在籍している者は、若い方が多い。このため若い力を利用して頂く事は、まちおこしにもいいのではないか。消防団が地域の活動に参加出来るような機会を作って頂き、各地区の活性化に繋がれば良い。牧田地区に在住しているが、牧田まちづくり協議会に分団として加わっている。


	委員名（敬称略）
	内　　　　　　　　　　　　容

	谷　香範
	· 大垣市との合併時に、民生委員の定員が削減されるのではないか危惧していたが、従来どおりとなった。世帯数が年々減少する中、上石津地域は面積も広く、独居率や少子高齢化率も高いため、今後も削減されないようお願いしたい。

	川添　勇
	· 商工業の発展が、地域の活性化に繋がることはよく言われる。最近、商工会員の減少が非常に多く、３００人いた会員が２００人を割っている状況だ。

· 私は、大垣市の中で一番奥地にいるが、そういうところこそ活性化に力を入れて頂きたい。特に過疎化も激しく、高齢者世帯ばかりで、若者はほとんどいなく、会議も老人ばかりだ。

· 滋賀県につながる時山多賀線を整備して頂いたが、今後は環境の面でゴミ捨て場にならないか心配している。また、観光客や釣り人が来て、ワサビ苗を取られて、ワサビ栽培がだめになってしまった。このため、開発するのが良いのか悪いのか悩んでいる。

	平塚　寛
	· 青年のつどい協議会に参加している。青年団体が減少しているのはどこの地区も同じだと考えている。上石津町商工会は青年部が主立って活動し、２０代、３０代の青年が係わっているが、まちづくりに係わる者が少ないので、地域の活性化に関する勉強の場があると地域の活性化に向けて意識が高められるのではないか。検討して頂きたい。


上石津地域の各地区のまちづくり活動

	活動団体
	内　　　　　　　　　　　　容

	牧田まちづくり協議会

（顧問：小谷康夫）


	· 牧田地域の活性化のために牧田連合自治会のもとに具体的なまづくり活動を担う方々の協議会組織として、昨年牧田地区の８６の組織に参加していただいて設立した。

· 人口減少化時代にこのまま手をこまねいていたら地域の担い手がいなくなり地域が消滅する。地域活性化を進めたいことから立ち上げた。


	一之瀬地域振興会

（副会長：後藤武美）


	· 住民の自主的な参加で地域づくりを進め、一之瀬をよりよいところにするために一之瀬地域づくり協議会から一之瀬地域振興会として合併が進むなか発足した。

· 一之瀬ポケットパークを指定管理として一之瀬振興会が受けているが、特にトイレの清掃には気をつけて管理をしている。
· 一之瀬地域には数多くの文化財の指定を受けている。清流牧田川、桑原邸、天喜寺、本善寺、長彦神社、一之瀬ホンシャクナゲ、曳山桃源閣など一之瀬地域で活動できるのは誇りに思う。


	活動団体
	内　　　　　　　　　　　　容

	多良地区故郷おこし実行委員会

（会長：祢冝時夫）


	· 多良地区故郷おこし実行委員会は、地域の連帯感を深め、活力ある地域づくりの推進を目指して平成８年に発足した。
○　昨年、多良地区住民有志で組織する地域づくり団体「多良峡もみじの名所作り実行委員会」が発足し、多良峡もみじ少年団も結成された。今後は、多良地区の貴重な自然資源である多良峡整備を目指す「もみじの名所づくり活動」を多良地区の地域活性化事業の核としたい。既存の「多良地区故郷おこし実行委員会」組織を再構築して、恵まれた地域資源を掘り起こし、地域活動を通して地域住民の連帯感をより深めて、多良地区の活力ある故郷おこし活動を推進していきたい。


	時ふるさとづくり実行委員会（会長：三輪直義）
	· 時地域を活性化し、お互いのふれあいを持ち、目配り、気配り、声配りが大事で、魅力あるまちづくりを推進するためいろいろな部会を作り、心を一つにして取り組めるように実行委員会を結成した。


	時まちづくり活動推進実行委員会（会長：阿藤　昭博）
	· 烏帽子岳登山道については、大垣市の山岳協会のご協力を得て出来たが、補助事業以外で地元の皆さんと一緒にいろいろな取組みをやろうと話し合っている。
· 時地区では、時ふるさとづくり実行委員会が大元で、時まちづくり活動推進実行委員会も全面的に協力させて頂いているが、その中で桜の植樹についても地道な活動だが続けている。
· 今、実行委員会では温泉開発推進委員会で、ワークショップでの提言などをして活発に活動している。

· えぼしの里・上石津（通称 時野菜クラブ）（市民団体）で野菜を販売する場所を国道沿いに作られたが、そういう皆さんとも連携を取りたい。

· 上石津・多賀線が開通しようとしている。交通の要所ではないが、森林浴や紅葉を楽しめる場所なので、以前から多賀町の交流を続けている仲間と話し合いを持ち、新たな発信をしたいと考えている。
· 時地区の里山の魅力を、まったく関係の無い若い方々から見てどのようにしたら人がいっぱい来てくれるのかを研究して頂きたいことから、今年の夏、名古屋大学の学生さんに来て頂いて、時地区を見て、若者の目線からののヒントを頂ける様な交流会を持ちたいと考えている。



【会議録】
※午前９時５８分開会

（西村　泰男　上石津地域事務所長）
皆さま、おはようございます。先程より降り出しました雨で足元の悪い中、また本日はお忙しいところをお集まり頂き、誠にありがとうございます。ただ今から、上石津町地域協議会・平成２１年度第１回会議を始めさせて頂きます。私は、本日の司会を務めさせて頂きます、上石津地域事務所長の西村でございます。どうぞよろしくお願いいたします。さて、本会議は、個人情報など非公開とする事案がないことから、公開とさせて頂きます。今のところ傍聴を希望されている方はおられませんが、途中でお入りになることもありますのでよろしくお願いします。
　また、本日の会議の会議録は、市役所本庁１階の市政情報コーナー及び市のホームページにて公開いたしますので、よろしくお願いいたします。なお、本日のかいぎには、池田委員さん、喜田委員さんのお二方がご欠席でございます。それと雲村委員さんから少々遅れるというご連絡を受けておりますのでご報告をさせて頂きます。
それでは、ここで、小川市長から、ごあいさつを申し上げます。
（小川　敏　大垣市長）
皆さま、おはようございます。

本日は大変お忙しいところ、上石津町地域協議会の平成２１年度の第１回会議にご出席いただき、誠にありがとうございます。
私、皆様方のご支援の下にこの4月から引き続き大垣市政を担なわさせて頂くことになりました。宜しくお願いしたいと思います。

3期目に当たりまして、2期目の政策目標をさらに踏み込み、より発展するまちづくり「ダイナミックシティ大垣」の創造から発展へを新たな政策目標に、地域の活性化、子育て日本一、市民協働、安全・安心、自立・安定という５つの目標でまちづくりを重点的に取り組んで行きます。皆様の一層のご理解とご協力を頂きますよう宜しくお願い申し上げます。
本日の会議におきましては、上石津地域における各種振興計画について報告させて頂きました後、各地区でまちづくりに取り組んでおられます団体の皆様からその活動状況についてご紹介をいただき、その後、上石津地域の活性化に向けての意見交換をお願いしたいと存じます。委員の皆さま方におかれましては、これまで同様、忌憚のないご意見をお聴かせいただければと存じますので、どうぞよろしくお願いいたします。
（西村　泰男　上石津地域事務所長）
続きまして、次第の２．報告事項に移らせて頂きます。ここからの進行は、三宅会長様にお願いしたいと存じます。よろしくお願いします。

（三宅　治　会長）

皆さま、おはようごあいます。

それでは、次第に従って進めさせていただきます。会議のスムーズな進行につきまして、皆さまのご協力をいただきたいと存じます。よろしくお願いします。
それでは、（１）各種振興計画について事務局から説明をお願いします。
（社本　久夫　政策調整課長）
　政策調整課長の社本でございます。よろしくお願い致します。
　それでは、上石津地域における３つの振興計画につきましてご説明を申し上げます。この計画は上石津地域の生活基盤の充実と振興を図ることを目的として昨年8月に開催しました地域協議会の会議におきまして、平成20年度から取り組むことを報告させて頂きましたが、今回はその進捗状況をご説明させて頂くものです。
　まず、西山辺地に係る総合整備計画についてご説明させて頂きます。お手元の資料ナンバー１－１をご覧頂きたいと思います。西山地区における生活水準を向上する公共施設の整備と致しまして、延坂飲料水供給施設を改良するもので、平成20年には実施設計と地質調査を行い、21年度には浄水場の改良工事を実施し、安全で安定した給水体制を整備するものでございます。

　次に、山村振興計画についてご説明申し上げます。お手元資料のナンバー１－２をご覧下さい。
山村における経済力の培養と住民の福祉の向上を図るとともに、地域格差の是正と国民経済の発展を目的として、山村の振興に取り組むもので、本市では、平成２０年４月に山村振興計画を策定し２事業を実施しています。
資料の2の事業内容、（１）基幹林道整備事業、時山～多賀線では、岐阜県が事業車体として林道の時山～多賀線を実施しており、岐阜県側3,310ｍの内、平成21年度は2,088ｍの舗装を実施致します。21年度の施工位置につきましては、資料の３枚目の平面図の中央部分でございます。
また、（２）の中産間地域等直接支払交付金は、中産間地域の農業生産基盤の確保を図るもので、上石津地域の29の集落において実施しており、平成21年度においても20年度と同様に取り組むものでございます。この事業で市が支払う交付金に対しまして、国、県の補助金を得て実施するものでございます。
次に、３つ目の農山漁村活性化プロジェクトについてご説明を申し上げます。お手元の資料ナンバー１－３をご覧下さい。このプロジェクトは、地方公共団体が、農山漁村の活性化を図る計画を作成し、その実施に当たって農林水産省の支援を得て取り組むもので、この地区では上石津地の時地区を対象とした上石津町時地区活性化計画を策定して取り組んでおります。

実施事業は、烏帽子岳林間整備事業で林間広場を整備し案内看板の設置及びトイレを建設するとともに東屋をご寄贈頂き烏帽子岳登山の出発点を整備したものでございます。今後この広場は烏帽子岳登山はもとより自然環境保全再生する活動などに利用され多くの皆様が上石津を訪れ交流が活発化することを期待するものでございます。

以上、上石津地域で取り組む３つの振興計画についての進捗状況をご説明させて頂きました。平成21年度におきましても、各事業の着実な実行を図り、上石津地域の生活基盤の充実、活性化の振興に取り組んで参りたいと存じますので宜しくお願い申し上げます。以上でございます。
（三宅　治　会長）
ありがとうございました。
ただ今事務局から説明のありました「（１）各種振興計画」について、何かご質問、ご意見等ございましたら、お願いを致します。　　　　　
（三輪　直義委員）

　今の烏帽子登山、大変整備して頂きまして有難うございました。今後は、登山道を降りてきた時に使えるトイレの設置を是非お願いしたい。
（三宅　治　会長）
ありがとうございました。そのほかございませんか。

それでは、特にないようですので、続きまして「上石津地域の地上デジタル放送受信対策について」を事務局から説明をお願いします。

（渡辺　峰男　情報企画課長）
　皆さんこんにちは。大垣市情報企画課長の渡辺でございます。お手元の資料NO .２の上石津地域の地上デジタル放送受信対策についてご説明を申し上げます。
昨年の地域協議会でご説明させて頂いたとおり、現在のアナログ放送が2011年7月に停止し地上アナログ放送に切り替わるので、その対策をどうするかで、ケーブルテレビ網で整備する旨説明させて頂いた。その後地域の方々にも説明させて頂き、整備については補助事業で実施し国、県と協議しながら進めてまいりました。その結果、国の平成20年度の補正予算で事業化することが決まり、実際の事業は今年度に行いますが、詳しいスケジュールにつきましては、広報7月1日号に大垣ケーブルテレビからチラシを配布させて頂きました。
工事としましては、7月から12月までに支線を含めた幹線を整備します。合わせて各世帯への軒先までの引き込みについては、3月までに整備します。実際に皆様が以上デジタル放送をご覧になれるのは、それ以降の平成22年度4月から7月までの各世帯への宅内引き込み工事を行ってからとなります。それで、この工事の車両が地域内に入り、生活道路に止めることもありますので、ご迷惑をおかけしますがご協力をお願いします。この事業が予定どおりスムーズに進み、来年の7月ごろには皆様が地上デジタル放送をご覧いただけるようにしてまいりたいと思いますので宜しくお願いします。

（三宅　治　会長）
ありがとうございました。
それでは、今ご説明いただいたわけですが、何かご質問、ご意見等がございましたらおねがいします。それでは無いようでございますので、3番目の豊かな森林作りの推進について、事務局から説明をお願いします。そ
（吉田　和郎農林課長）
　農林課長の吉田でございます。宜しくお願いします。豊かな森林づくりの推進につきまして3点程ご説明致します。
　まず、企業の森整備事業でございますが、企業の社会貢献活動の一環で企業の関係団体と市、県で協定を結びまして森林作りをしていくものでございます。

　1番の大垣市民とセイノーグループとの森づくりでございますが、上石津地内の多良峡森林公園を中心としまして、森林づくりを行っています。協定期間は平成20年からの7年間となっており、その活動内容は7年間に市が合計1,500万円の寄附を受けて実施するもので、毎年200万円づつ寄附を頂いて、最後の年に300万円をご寄附頂きます。活動内容は、大垣市による森林整備と地域住民と西濃運輸社員等による「モミジ1万本植樹プロジェクト」の推進活動で、モミジは約4,000本、サクラ役,000本、モミジについては高木家陣屋跡地のモミジの実生苗を地域の住民の方が育てた苗で植栽を予定しております。また、地元の「多良峡モミジの名所づくり実行委員会」や西濃運輸「福寿会」のご協力を得まして進めております。　昨年は、11月22日に記念式典開催し、以後イロハモミジの植樹活動を進めておりますが、本年度も同じような取り組みを進める予定でおります。
次に、同じ企業の森づくりで、「太平洋里山の森」ですが、これは大垣市に拠点を置く太平洋グループ（代表は、太平洋㈱）と大垣市、県、また地域住民の方のご協力を得て進めておるものでございます。

事業の所在地は上石津町前ケ瀬上多良の緑の村公園西側のウッディードームの南側付近で、上多良、前ケ瀬財産区と太平洋が所有しております土地に植林をしております。協定期間は平成21年から平成31年までの10年間を予定しております。活動内容は苗木づくりや植栽などの社員や家族地域住民によるボランティア活動で太平洋グループで組織する太平洋里山の森実行委員会が主催となって進めております。活動資金はおよそ2,400万円で、資金は実行委員会で管理して頂いて進めて頂いております。
昨年度の実施内容は、3月7日に皆様のご協力を得まして記念式典や植樹活動を実施させて頂きました。本年度も同じような取り組みを予定しております。

続きまして、平成21年度の里山再生推進事業でございます。

　荒廃が進む里山林をかっての姿を取り戻すため、里山整備のモデル事業として細野地区の里山林を整備するものでございます。事業内容は除伐、除伐木の搬出、加工、歩道開設等を予定しております。また、里山林の資源の利用方法として、粗朶（そだ）の利用を検討しております。事業の実施団体としては、地元住民からなる組織、特に、細野自治会さんを中心に組織を作るよう検討しておりますが、粗朶（そだ）というのは例えば２～３cmの細い木を束にしてそれを川底に置いて、テトラポットのようなものを作り、河川の根固めをするものです。細い木を束にして河川の浸食を防ぐわけですが、水の中にあるので腐りにくいものです。腐食しにくく且つ柔軟性に富んでいおり、また、環境に優しくなっています。そういった粗朶（そだ）というものをつくって見ようと計画しております。9月には粗朶（そだ）の研修会を行い、10月からは整備事業を進めたい。
　続きまして、多良峡森林公園整備事業でございます。
多良峡森林公園は、年々来場者が増加しつつあり、四季を通じて子供から高齢者まで、多くの来場者があり、吊橋の利用者も多くなっています。現在の吊橋は、ワイヤーロープの間が大きく落下の危険があるため、吊橋の両サイドにネットのような落下防止柵を設置し来場者の安全確保を図ります。
（三宅　治　会長）

ありがとうございました。豊かな森林づくりの推進についてご説明頂きましたが、ご質問ご意見等ございませんか。
（雲村　法子委員）

粗朶（そだ）がとってもいいと聞きましたが、木を切る時期は何時ですか。
（吉田　和郎農林課長）
　木というものは、6月とか7月の青い時期は使えませんので、お盆過ぎにならないと切れません。大きさとしては太さは特に制限はありませんが、そういった束ねたものを沢山集めて使うことになります。
（三宅　治　会長）

ありがとうございました。
（小谷　庸夫委員）

多良峡のモミジやサクラを植樹したが、植えっぱなしではだめだと思う。地域事務所へ来るたびにどうなっているか関心を持ちながら多良峡を通っているが、今後の管理はどうなっているかお聞きしたい。
（吉田　和郎農林課長）
管理は地元の方にお願いをしていますが、森林組合にもお願いをしています。また特に「多良峡モミジの名所づくり実行委員会」にもお世話になっています。正直なところ苗が小さいので、うさぎに食べられてようで動物に食害を受けてますので、現在1本づづネットがけをお願いしております。
（小谷　庸夫委員）

　気になっているのは、西濃運輸の幹部の方が植えられたところは、ネットが張られているが、一般の参加者の植林したところはそのままになっているようだ。

（吉田　和郎農林課長）
　そうでは無いとおもいます。私が見たところでは一般の方の苗にも結構ネットがけはしてあるようです。

（小谷　庸夫委員）

　確かに、日常の管理をやってやらないとせっかく植林しても食害でやられてしまう。森林公園だけではなく、我々の植林にしても食害の経験をいやというほど経験している。今後とも継続して維持管理をお願いしたい。
（三宅　治　会長）

今の件に関連しまして、私も実行委員会の代表ですので、基本的には実行委員会の中の数人の方がまったくボランティアで草を刈ったり、ネットがけをしています。機械で草刈をしますと、苗を切ってしまうので、本年度は5本づつまとめて植えました。委員がそれぞれ努力していることは、ご認識頂きたい。

それでは次に上石津地域の活性化についての意見交換に移りたいと思います。時間も充分にございませんので、それぞれご発表頂くわけでございますが、5分ぐらいで各地区お願いをしたいと思います。それではまず初めに上石津町の地域活性化につきまして事務局から説明をお願いします。その後、各地区の発表をお願いするということで宜しくお願いします。
（國枝　敏男地域政策課長兼市民福祉課長）
地域政策課長の國枝でございます。よろしくお願いいたします。それでは上石津地域の活性化についてご説明をさせていただきます。恐れ入りますが、資料No.４をご用意ください。

この資料につきましては、昨年の地域協議会におきましても、ご提出させていただきましたが、再度その概略をご説明させていただきます。

１の地域の現況ですが、定住人口の減少と交流人口の減少についてご説明します。

（１）の定住人口の減少につきましては、中山間地域に位置する上石津地域は、経済社会の発展に伴って都市への人口流出が進んでおり、今後も定住人口の増加を見込むことが難しい地域でございます。ちなみに、上石津地域の定住人口の推移は、平成12年の国勢調査 が6,921人で平成17年の国勢調査が 6,423人で7.2％減でございました。
（２）の交流人口の減少につきましては、都市と山村との交流拠点として整備された「かみいしづ緑の村公園（昭和57年開設）」や「大垣市山村体験宿泊施設・奥養老（昭和58年開設）」などの施設の老朽化が進むとともに、レクリエーション活動や宿泊などにおける利用者の嗜好変化に対応しておらず、また、周辺の自然資源等を上手く活用できていないため、地域の魅力が薄れつつあり、交流人口も減少する傾向にございます。

上石津地域の交流人口の推移につきましては、平成18年の交流人口が274,845人で平成19年の交流人口が252,079人で8.3％の減でございます。

２の考えられる地域再生の全体構想でございますが、社会生活における人々の価値観が多様化する中で、自然嗜好のニーズも高まっており、烏帽子岳などのシンボル的な山々、山麓に広がる里山、清流・牧田川、牧田街道、桑原邸、多良峡、高木家陣屋跡、かみいしづ温泉「湯葉の湯」など新たな交流の場となる上石津地域の豊かな自然資源等を最大限生かしながら、地域の交流拠点の再生を進めるとともに間伐材や農林産物などの有効活用により、地域経済活動の活性化を図り「ゆとりと豊かさを実感できる環境」の創造に取り組み、都市と山村の新たな交流人口を掘り起こし、上石津地域の元気再生を図るということでございます。

３の今後検討が必要な課題につきましては、自然資源を満喫できる交流拠点の再生を図り、上石津地域を元気再生するということでございます。

課題としましては、豊かな自然と美しい緑を活用しレクリエーション活動の拠点として整備したかみいしづ緑の村公園の再生、都市と山村の交流促進を支援するため、整備した山村体験宿泊施設「奥養老」の再生。作曲家・江口夜詩氏の功績を称え、豊かな自然と美しい緑の中で音楽、芸術、文化を創造し発信する機会と場を提供する施設として整備した日本昭和音楽村の再生。烏帽子岳などのシンボル的な山々、山麓に広がる里山、清流・牧田川、牧田街道、桑原邸、多良峡、高木家陣屋跡、かみいしづ温泉「湯葉の湯」など新たな交流の場となる周辺自然資源等の活用。交流拠点の連携、これにつきましては、交流拠点施設と周辺自然資源等の回遊性の向上、地域間交流の促進、環境改善、経済活動活性化などが考えられます。

図をご覧ください。ゆとりと豊かさを実感できる環境の創造の取り組みといたしまして仮称ではございますが、里山回廊等計画づくりとして先ほどご説明致しました課題等を図示したものでございます。　

上石津地域には、再生されたかみいしづ緑の村公園、山村体験宿泊施設｢奥養老｣、日本昭和音楽村といった交流拠点施設の周辺に自然豊かな山林、里山、清流・牧田川、牧田街道、桑原邸、多良峡、高木家陣屋跡、温泉など豊かな自然と歴史的・文化的に貴重な資源が残されておりこれらの自然資源等の活用は、新たな交流人口の増加や地域経済活動の活性化が期待できます。

そして、交流拠点施設と周辺自然施設等の回遊性の向上、地域間交流の促進、環境改善、経済活動活性化などを図りながら上石津地域の活性化を図るということでございます。上石津地域の活性化向けて委員の皆様の貴重なご意見をいただきますようお願い申し上げまして説明を終わらせていただきます。
（三宅　治　会長）

ありがとうございました。それでは続きましてそれぞれの地域の活動状況についてご説明頂くわけでございますが、特に熱が入りまして時間がたらなくなるかも知れませんが、5分ぐらいで宜しくお願いします。それでは最初に牧田地区の牧田まちづくり協議会の活動状況についてご紹介を頂きます。宜しくお願いを致します。
（牧田まちづくり協議会（顧問）小谷　康夫）
　牧田まちづくり協議会についてご説明申し上げます。資料の1ページには牧田まちづくり協議会の組織の概略を説明しています。２ページには昨年の連合自治会で協議しまして、牧田地域の活性化のために牧田連合自治会のもとに具体的なまづくり活動を担う方々の協議会組織として、昨年設立しました。

　まちづくり協議会の位置づけですが、牧田連合自治会のもと、牧田地域の活性化のため、具体的な事業の実践と広報活動を行うこととしています。
　まちづくり協議会の目的ですが、1番目にはふるさとの魅力と住民の連帯感を高めるため、事業の実践と広報活動を推進することとしています。二番目には様々な分野の交流と相互支援を進め、明るく健康で文化の薫り高いまちづくりを推進することとしています。3番目には助け合う心と仕組を育成し、防災と福祉の充実したまちづくりを推進することとしています。4番目には幅広い世代の参加を進め、協働してまちづくりに取り組むことにより、有形無形の牧田の良さの継承を推進することとしております。こういった目的で、牧田地区の８６の組織を統合してこの協議会に参加していただいた。
　昨年度のまちづくり協議会の事業報告ですが、昨年の7月14日にまちづくり協議会の設立総会を開催し、総務部では役員会を3回開催しました。ボランティア部では敬老会の開催と部会の開催、防災部では防災についての説明会の開催と部会の開催、広報部では3回の部会の開催と広報「牧田よいとこ」第1号、第2号を発行しました。資料の後ろに「牧田よいとこ」が付いております外、別途この７月に発行しました第3号がございますのでご覧下さい。スポーツ部では、牧田球技大会開催とラジオ体操大会や地区運動会を開催しました。文化部では牧田盆踊り大会、文化祭の開催しました。そのほかに従来からありました牧田まちづくり部会の菜の花部会が蕎麦打ち体験、ホタル部会ではホタル祭りの開催、牧田あそび塾ではあそび塾の開催、なでしこでは女性参加の推進やアンケート調査の実施、里山クラブでは里山の保全活動、牧田音頭保存会では牧田音頭の講習会の開催、牧田古墳キャンプでは古墳キャンプの開催を実施しました。
　人口減少化時代にこのまま手をこまねいていたら地域の担い手がいなくなり地域が消滅する思いが強くあり。地域活性化を進めたいことから立ち上げました。以上です。
（三宅　治　会長）

ありがとうございました。それでは続きまして一之瀬地域振興会の活動状況について宜しくお願いします。
（一之瀬地域振興会　副会長　後藤　武美）
　一之瀬地域振興会におけるまちづくりについて報告させて頂きます。一之瀬地域振興会の会長は後藤定弘さんで一之瀬公民館長を兼ねています。一之瀬地域振興会は住民の自主的な参加で地域づくりを進め、一之瀬をよりよいところにするため一之瀬地域づくり推進協議会から一之瀬地域振興会として大垣市との合併が進む中平成17年4月に発足をしました。特徴は会に五つの部を設けまして各部の計画の基に事業を進めております。主な事業は、農林振興部が主催となりまして一之瀬ホンシャクナゲ群落を視察に行きました。今から78年前、昭和6年7月に国の天然記念物に指定されておりまして、面積は49,589㎡でその場所には記念碑も建立されております。花は淡い紅色で特につぼみはきれいでございます。一之瀬地域の奥山といわれ大垣市の市行造林地76町歩の桧林が近隣にあります。
　8月には生涯学習部とかまちおこし事業部の主催によります一之瀬地域の盆踊り大会を開催しております。バザーの出展者への協力や自治会内の組織の総動員で盆踊りコンテストやミニ花火大会等で楽しんでおります。同じく8月のラジオ体操大会の開催は生涯学習部が担当しております。9月には一之瀬地域の敬老会、一之瀬小学校の運動会、午後には一之瀬地域の運動会を企画総務部が担当し開催しております。10月にはまちおこし事業部がサツマイモ収穫祭を開催し、12月には20年度は歩け歩け大会を大垣市の90周年に合わせて開催をさせて頂きました。それから環境保全部では7月から9月にかけて一之瀬橋付近の見回りの点検をしています。これは、新位一之瀬橋下流につきましては、夏には沢山の方がおいでになりますので、見回りをしております。また年間を通じまして違反広告バスター活動を一之瀬地域振興会の中で委員を任命して実施しております。
　一之瀬ポケットパークを一之瀬地域振興会で委託管理をしております。これは主にまちおこし事業部、農林振興部、特にトイレの清掃には気をつけているところでございます。また一之瀬地域には数多くの文化財の指定を受けております。清流牧田川、桑原邸、天喜寺、本善寺、長彦神社、一之瀬ホンシャクナゲ、曳山桃源閣などこうした文化財には何か大事なものがあるような気がします。その地域には見えない力が存在するかも知れません。一之瀬地域で活動できるのが誇りに思います。以上です。
（三宅　治　会長）

ありがとうございました。それでは続きまして多良地区宜しくお願いします。
（多良地区故郷おこし実行委員会　会長　祢冝　時夫）
　多良地区故郷おこし実行委員会のまちづくり活動についてご説明します。
「多良地区故郷おこし実行委員会」は、地域の連帯感を深め、活力ある地域づくりの推進を目指して、平成８年に発足した地域づくり団体です。
　多良地区は、上石津地域の他の３地区に比べ、自治会の数も１６と最も多く、各自治会の地域特性が異なることから、実行委員会の活動は、委員会発足当初から「地区全体で行う共通実践活動」と、「各自治会単位で行う実践活動」の２本立てで行われてきました。
「地区全体で行う共通実践活動」としては、多良地区の次の世代を担う若者が交流する「ふれあい球技大会」や「盆踊り、運動会、歩け歩け大会」を実施しています。こうした実践活動は、各自治会から選出された社会教育推進員や社会体育推進員が中心となり企画運営に当たり、自治会をはじめとした各種団体が事業に協力する形で行われています。
先月行われた球技大会の男女混合ソフトバレーボールには、１６自治会から２８チーム、約３００人が参加し、中学生から５０代までの幅広い年齢層が、スポーツを通じて交流を図りました。
　また、毎年秋に開催する「歩け歩け大会」は、単なるウォーキングでなく、多良地区の自然資源や名所などをコースに取り入れるなど、「故郷再発見」をテーマに、コースを選定して実施しています。平成１８年度には、地元住民の協力を得て、「里山散策とマツタケ狩り」を実施しました。
　地区全体で取り組む地域活性化事業については、多良地区においては、他の３地区に比べ、取り組みが遅れているのが現状ですが、「アジサイロードの整備」、「まつたけ山の再生」、「公共花壇整備」事業など、自治会単位で、地域の特性を生かした地域おこしの取り組みが進められています。
　　こうしたなか、昨年、多良地区住民有志で組織する地域づくり団体「多良峡もみじの名所作り実行委員会」が発足しました。また、多良峡もみじ少年団も結成されました。
　今後は、多良地区の貴重な自然資源である多良峡整備を目指す「もみじの名所づくり活動」を多良地区の地域活性化事業の核とし、既存の「多良地区故郷おこし実行委員会」組織を再構築し、恵まれた地域資源を掘り起こし、地域活動を通して地域住民の連帯感をより深めて、多良地区の活力ある故郷おこし活動を推進していきたいと考えています。
（三宅　治　会長）

ありがとうございました。それでは続きまして時地区のまちづくりについて宜しくお願いします。
（時まちづくり活動推進実行委員会　委員長　阿籐　昭博）
　もしよろしければ、今せっかく各地区でア話をされましたので、時地区の一番大きな組織である時ふるさとづくり実行委員会の会長（三輪直義）さんに少しだけお話いただけないでしょうか。
（時ふるさとづくり実行委員会　会長　三輪　直義）

時地域を活性化し、お互いのふれあいを持ち、目配り、気配り、声配りが大事で。
（突然、祢冝時夫委員が倒れられたため10時51分～11時02分の間、会議中断）
（三宅　治　会長）

祢冝委員さんが、心配ですけれども一応会議は続けさせて頂きたいと重います。宜しくお願いします。
（時ふるさとづくり実行委員会　会長　三輪　直義）

先程も言いましたが、目配り、気配り、声配りが大事で、それにはいろいろな行事を通して沢山の方がふれあうこと時地区にしようとして時ふるさとづくり実行委員会を中心にしまして大きくは文化祭とか盆踊りの行事を開催しますが、若い人の活動が一番大事なので、若い人の中に夢工房とか温泉菅家の部を設け、各自治会も協力をして活性化を図り皆さんが心をひとつにして取り組めるように実行委員会を結成した。
（時まちづくり活動推進実行委員会　委員長　阿籐　昭博）

　烏帽子岳登山道の整備につきましては、改めてお礼申し上げます。
　その後の烏帽子岳登山道の状況について、土日には、駐車場がいっぱいになり民家の近くまで駐車される状況です。烏帽子岳登山道につきましては、大垣市の山岳協会のご協力を得て出来ましたが、補助事業以外でも地元の皆さんと一緒にいろいろな取組みをやろうと話し合っていますので、今後ともご協力をお願いします。

時ふるさとづくり実行委員会が大元で、時まちづくり活動推進実行委員会も側面的に協力させて頂いていますが、その中で桜の植樹についても草刈など地道な活動だが続けています。ちなみに先月、開催しましたところ80名程の方に集まって頂きました。年々参加者も増加していますので大変感謝しております。

時まちづくり活動推進実行委員会では、現在、温泉開発推進委員会が活発な活動をされていますが、ワークショップでの提言などをさせて頂いております。

また、時夢工房の足湯につきましては、昨年からＰＲのため大垣市の方で開催させていただいて降ります。また、えぼしの里・上石津（通称 時野菜クラブ）（市民団体）で野菜を販売する場所を国道沿いに作られましたが、そういう地域の皆さんとも連携を取りたいと考えています。上石津・多賀線が開通しようとしています。交通の要所ではないかも知れませんが、森林浴や紅葉を楽しめる場所ではないかと思いますので、以前から多賀町の交流を続けている仲間とまた話し合いを持ち、ＰＲともども新たな発信をしたいと考えています。時地区の里山の魅力を、自分たちではなかなか発見できませんので、まったく関係の無いそれも若い方々から見てどのようにしたら人がいっぱい来てくれるのかを研究して頂きたいことから、今年の夏、名古屋大学の学生さんたちに来て頂いて、時地区を見て、若者の目線からの取り組みのヒントを頂ける様な交流会を持ちたいと考えています。
それぞれの年間計画は立てますが、まちづくりにつきましては、皆さんからの提案により年度の途中からでも新しい取り組みを取り入れて行く会でございますので、なかなか計画的に行かない部分もありますが、積極的に取り組んで行きたいと考えております。
　以上です。
（三宅　治　会長）

ありがとうございました。何かご質問ございませんか。それでは今ご発表いただいた方を除きまして、委員の方々から上石津の地域活性化についてご意見等がございましたらお一人づつ時間もございませんのでお話いただけたら有り難いと思います。宜しくお願いを致します。最初に加藤さんからお願いします。
（加藤　美智子委員）
失礼します。食生活改善協議会では上石津は一つと考えて、各推進員が活動している。今日こうして各地区から地域活動について発表がありましたが、それぞれの地区の活動に参加させて頂いても、人数がたらない時があります。やはり時、多良、一之瀬、牧田の４地区が一つになって活動することが必要であって、今後の課題ではないかと考えています。上石津の食改として参加させて頂くのか、牧田地区の推進員として参加させて頂くのか悩んでいます。皆さんのご意見はいかがでしょうか。私としては上石津は、時、多良、一之瀬、牧田を１地区として取り組んで来ました。もんでこかみいしづやふれあいかみいしづの場合はいいのですが、例えば時地区のイベントに参加する場合はどのような形で参加して良いのか皆さんのご意見をお伺いします。
（三宅　治　会長）

ありがとうございました。それでは、後藤委員さんお願いします。
（後藤　實夫委員）
失礼します。先程発表されました多良峡の森林づくりの活動につきまして、以前から今のやり方では無理があるのではないかと申し上げて来ました。高木家で取れた苗を２年程育てて山に植えられていますが、現実には９０％以上が鹿や兎等の食害にあっているようです。たまたま、今年も春先に委員の方にお会いして、あの食害は鹿ではにことを申し上げました。実際、どう対応したら良いのかということですが、私の方もいろいろと研究した結果は、市の方にもご報告させて頂きましたが、２年生では無理で、６年生以上ですとほぼ活着して鹿や兎等の食害にも受けにくいようです。是非、今年からそのように植林願いたい。

また実は、私の地区で３年程前に生態系水路として水路改修が行われました。生態系といえば水生植物がいて当たり前ですが、現実には、昔は湧水もありましたが、今では秋頃から翌年の春にかけて水も無く、これをホタルの里とするのは無理があるのではないかと思います。事業の目的からしても、出来るなら牧田川から水をあげて年中、水路に通して頂きたいと思いますので、宜しくご検討頂きますようお願いします。
（三宅　治　会長）

ありがとうございました。それでは、雲村委員さんお願いします。
（雲村　法子委員）
今言われたことが分からなかったのですが、単に水を入れればいいと思うのですが、そらは出来ないのですか。せっかくあれだけのものを作って頂いたのに、作られた当時は、保育園や小学校が参加して大変いい活動をさせて頂きましたが、是水を入れて頂きたい。今年はホタルを５～６匹見ましたが、そのあたりを是非ご検討下さい。
それから地域活性化ということで大垣市はいろいろと取り組んで頂いていますが、時地区で取り組んでおられます様に、地域の方の自主的な取り組みが一番大事だと考えています。例えば、旧大垣市の方で一之瀬住宅に来られた若い方が、どうしてここに来られたかをお聞きしましたところ、自然が好きで子育てにもいいのではないかとの思いでこの地を選んだとのことでした。そこで、買い物が不便ではないかとお聞きしたところ、すぐに買いにいけないので子どもに我慢させることが出来、冷蔵庫のものをすぐに捨てるのではなく、全て使い切る食生活が出来きるとのことでした。そういうことで、子育てには大変いい所だと言われました。やはり緑が豊富で空気が良いのは、目に見えないですが、すばらしい財産だと思います。それを私達は、交流し合う場やイベントで是非
ＰＲすべきだと思います。
　最近、みつばちいなくなるという話を聞きました。私の保育園で園児が「グミ」を食べますが、今年はみつばちが来なくて「グミ」が実りませんでした。それからくまんばちも来ませんでした。ところが、今まで保育園のそばまで来ることは無かったサルが、、代わりに来るようになりました。そこでとにかく追っ払うために花火などを着けましたが、効果がないようです。是非皆さんで野菜作りさいのこともありますので、この件に関して考えて頂きますようお願いします。
（三宅　治　会長）

ありがとうございました。それでは、高木委員さんお願いします。
（高木　淳一委員）
各地区のまちづくり活動に消防団員もそれぞれ参加しています。年代的に消防団に在籍している者は、若い方が多いようです。このため若い力を際財源利用して頂く事は、まちおこしにもいいのではないかと思います。また、消防団が地域の活動に参加出来るような機会を作って頂き、各地区の活性化に繋がれば良いとおもいます。私は、牧田地区に在住しており、牧田地区では牧田まちづくり協議会に１分団として加わっていますが、他の地区ではどのようになっているか分かりませんが、消防団を活用できるのなら大いに活用して頂き、4地区の活性化に繋がれば良いとおもいます。
（三宅　治　会長）

ありがとうございました。それでは、谷委員さんお願いします。
（谷　香範委員）
昨日たまたま民生委員の研修がありました。大垣市との合併の時に民生委員が１８名、児童委員２名がいました。人口減のところで定員が減らされるのではないかと心配しておりましたが、おかげさまで、従来どおりの人員でおります。

先般、初めて県の方からアンケート調査がありまして、あなたの地区は世帯数が何人ですかとかの欄がありましてこれを記入しておりましたところ、自治会長さんが市役所に届けられている数が年々減少しておりますので、心配になりました。上石津は範囲も広いですし、少子高齢化で独居率も高いので、このまま民生委員の定員は継続して頂きたいとお願いをします。
（三宅　治　会長）

ありがとうございました。それでは、川添委員さんお願いします。

（川添　勇委員）

　商工会あたりの現状からいいますと、商工業の発展が、地域の活性化に繋がることはよく言われていますが、最近、商工会員の減少が非常に多く、３００人いた会員が２００人を割っている状況です。
私は、大垣市の中で一番奥地住んでおりますが、そういうところこそ活性化に力を入れていかなくてはいけないと思います。特に過疎化も激しく、高齢者世帯ばかりで、若者はほとんどいませんので、会議には若い人が出席して頂いて活発な意見が出ると良いのですが、商工会員になられても出席されるのは高齢者ばかりで困っています。

滋賀県につながる時山多賀線を整備して頂きましたが、開通して今後は環境の面でゴミ捨て場にならないか心配しています。また、観光客や釣り人が来て今まで特産物として栽培していましたワサビ苗を取られて、ワサビ栽培がだめになってしまいました。畑を作ってワサビを栽培して柵を作ってもダメのようです。このため、開発するのが良いのか悪いのか悩んでいます。先程、野ウサギや鹿の話が出ていましたが、私の地域ではそのような動物はあまりいないようです。これは動物が農作物など食べるようなものがなくなったことによるのかも知れません。そういうことからサルや鹿が出るところはまだましかも知れません。
（三宅　治　会長）

ありがとうございました。それでは、平塚委員さんお願いします。

（平塚　寛委員）
青年のつどい協議会に参加させて頂いています。青年団体が減少しているのはどこの地区も同じだと思います。高木委員さんのご意見とも関係しますが、上石津町商工会は青年部が主立って活動しているのが現状だと思います。消防団は結構組織力がありますが、やはり操法や防災活動に重点を置かれいるように思います。２０代、３０代の青年が多数係わっていますが、まちづくりに係わる方が少ないので、地域の活性化に関する意識勉強の場があると地域の活性化に向けて意識が高められるのではないかと思いますので、ご検討をお願いします。
（三宅　治　会長）

ありがとうございました。それでは、時間もございませんので、私の方から1点だけお話をさせて頂きます。

今まで住んでいた私たちの住民意識を変革しなくてはならないと思っています。私の住んでいる集落は小さく、その中で今まで補助金を貰って、活動をするものと思っていました。しかし今回１人１万円を出して、会員１４名で「松茸山を育てる会」を作り上げました。田端先生のご指導を頂いて、昨年度は松茸が沢山出て、ほんの一区画に３０数本の松茸が群生しました。私たちは、またその夢を見ながら、今年も３～４回山に入って一生懸命作業をしています。将来この松のある地域が、昔のような状況になるような夢を持っています。そのためには、私達自身が汗を流して、自らの地域の財産をどうして行くかが非常に大事なことだと思います。
　それでは皆さんからご意見等を頂きましたが、これで地域活性化につきましては終わらせて頂きまして、その他のところで今後の地域協議会のあり方について事務局から説明をお願いします。
（社本政策調整課長）
　政策調整課長の社本でございます。どうぞよろしくお願いします。今後の地域協議会のあり方につきまして、ご説明申し上げます。

平成１８年３月以降、合併協議によりまして、墨俣地域（上石津地域）を「地域自治区」とするとともに、この「地域協議会」を運営してまいりました。「地域自治区」及び「地域協議会」の設置期間につきましては、平成２３年３月まで、また、「地域協議会」の委員の皆様の任期につきましては、平成２２年５月までとなっております。

現行の「地域自治区」及び「地域協議会」は、いわゆる合併特例法に基づく合併協議により設置しておりますので、設置期限でございます平成２３年３月でなくなることになります。このため現在、市におきましては、今後の「地域コミュニティの振興」について両地域だけでなく大垣市全体の中で調査研究を進めているところで、今年度一杯で調査研究の結果を出したいとして検討しております。

また、「地域協議会」の委員様につきましては、任期終了後も再任が可能となっておりますので、その方向で進めてまいりたいと考えておりおりますので引き続きよろしくお願いします。

以上、今後の地域協議会のあり方について、現在の状況と今後についてご説明申し上げました。よろしくお願い申し上げます。

（三宅　治　会長）

ありがとうございました。それでは、これで、本日の議題はすべて終了となりますが、充分な五時間が取れなかったことを皆さまにお詫び申し上げます。

　それでは、進行を事務局へお返しします。
（西村　泰男　上石津地域事務所長）
三宅会長様、どうもありがとうございました。また、委員の皆さま、貴重なご意見を賜りまして有難うございました。それでは、最後に、小川市長から、お礼を兼ねてごあいさつを申し上げます。
（小川　敏　大垣市長）
本日は、委員の皆さま方から、いろいろとご意見やご提言をいただきまして、誠にありがとうございました。豊かな森林作りをこれから進めなくてはいけませんしまた上石津には貴重な遺産があるわけでございますのでこういったことについて今後も進めて行きたいと思います。先程からお聞きしますと、鹿でなくウサギの方が芽を食べたりするようでございますが、しかし維持管理はきわめて大切なことでございます。間伐、除伐、植林を進め、今後とも粘り強く進めて、豊かな森林作りを進めてまいりたいと思います。また烏帽子岳登山道の整備につきましては、皆様のお力添えを頂きまして出来ました。眺めも良いですしシャクナゲも綺麗でに咲く場所ですので、是非名所として活用して行きたいと思っております。また、商工会のお話がありましたが、大垣市でも同様に大規模スーパーの進出や農業、商業も大変厳しい状況です。しかしながら先程、消防団の方が集まって活力のあるまちづくりに取り組む非常に逞しいお話をお聞きしました。そういった方々に是非まちづくりに是非参加して頂いてまた青年団体にも参加して頂いて地域の活性化にご協力頂くと大変有り難いと思います。
皆さまから頂戴いたしましたご意見やご提言は、本市が進めております第五次総合計画の将来都市像であります「水と緑の文化・産業・情報・交流都市」づくりの実現に向け、今後の施策の参考とさせていただきます。今後とも、皆さま方のご指導、ご鞭撻をお願い申し上げ、お礼のごあいさつといたします。本日は、どうもありがとうございました。

（西村　泰男　上石津地域事務所長）
　祢冝委員さんの一報が入ってまいりましたので、ご報告させて頂きます。午前11時13分に上石津分署から西美濃厚生病院に搬送されました。救急車には娘さんが近くにお見えになりますので、同乗されて行かれました。
　2回目のサイレンですが、これは養老消防署から薬剤投与が出来る救急救命士を乗せて行くために来たもので、様態については今のところ分かりませんが、とりあえず現状はそういうことでございます。

　それでは以上を持ちまして、上石津町地域協議会平成21年度第1回を閉会させて頂きます。本日は誠に有難うございました。お気を付けてお帰り下さい。
※午前11時41分閉会

配布資料　一覧

＜当日配布資料＞

　▽　次　　第：上石津町地域協議会　平成21年度第１回会議

▽
資料：上石津町地域協議会委員名簿

＜事前配布資料＞

資料１－１：西山辺地に係る総合整備計画について
資料１－２：山村振興計画について
資料１－３：農山魚村活性化プロジェクトについて
資料２　　：上石津地域整備エリア図
　資料３－１：企業の森整備事業関連
　資料３－２：平成２１年度里山再生推進事業
　資料３－３：平成21年度多良峡森林公園整備事業
　資料４　　：上石津地域の活性化について
　資料５　　：牧田まちづくり協議会
　資料６　　：一之瀬地域振興会
　資料７　　：多良地区故郷おこし実行委員会
　資料８　　：時まちづくり活動推進実行委員会
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